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編集後記

も完成年度を迎えーこの 4丹から薪カリキュラムでの授業が始まりました二

教員も大幅に入れ替わって平均年齢がかなり若返ったのではないかと思われます。紀要の編集と学部

の変化の時期が重なり発行が大幅に遅れてしまいましたが初夏から夏に変わる時期に「看護紀要第 4

巻jをお届けすることに令りましたc

第 4巻の中には今春巣立っていった卒業烹の名前を見ることができますむ今後，質の高い卒業研究

は指導教官がさらに磨きをかけて論文として紀要に投稿していただけるのではないかと期待しており

ますごまた、新たに採用された若い先生たちも積極的に紀擦に投稿していただけるよう、研究の発展

を期待しておりますの学誌の成長とともに f看護紀要」の益々の発展を祈りますむ

4議jの編集が年度を蕗えて行われたため、前年度委員の社団千代先生にも多くの仕

していただきました G ご協力いただいた皆様に感謝申し上げますs
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